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　　次の空欄に入るべき適切な数字を答えなさい。（30点：1問3点×10問）

Ａ. ある完全競争企業の生産費用が、

　 TC(q) = 5q2+ 2000

で表現される。qは生産量を示している。

生産量が10のときの固定費用は　 1 　、平均可変費用は 　２ 　である。

この企業の生産物1単位あたりの市場価格が400のとき、企業の利潤が最大となる生産量は　 ３ 　であり、そのとき

の利潤は　 ４ 　である。

また、この企業の損益分岐価格は 　５ 　である。

Ｂ. あるコンビニでおにぎりが１個100円、サンドイッチが１個100円で販売されている。このとき、サンドイッチ１個は

おにぎり 　６　 個分の市場価値があるといえる。

このコンビニを利用する消費者AさんとBさんはそれぞれ自分の効用の最大化を図っている。効用最大化の結果、Aさ

んはおにぎり１０個とサンドイッチ５個、Bさんはおにぎり２個とサンドイッチ８個を購入している。このとき、Aさ

んの限界代替率はサンドイッチ１個に対しておにぎり　 ７ 　個であり、Bさんの限界代替率はサンドイッチ１個に

対しておにぎり　 ８　 個であると考えられる。

Ｃ. ある完全競争市場の需要曲線と供給曲線がそれぞれ

 　需要曲線：xd = 10 - p

 　供給曲線：xs = p - 2

で与えられている。xdとxsはそれぞれ需要量と供給量を示し、pは市場価格を示している。市場均衡において価格は 　９　 で

あり、消費者余剰は  １０  である。

回答欄

1. 2. 3. 4.

5. 6.

9. 10.

7. 8.

２０２２年度　創価大学　転学部転学科・転籍・編入学試験問題（経済学）その１

（注意事項）

 １．この試験問題および解答用紙は、無解答の場合でも必ず提出

してください。

 ２．すべての受験番号欄に、受験番号を必ず記入してください。

 ３．試験時間は１１：００～１２：００になります。
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　　次の空欄に入るべき適切な語句、数字または数式を答えなさい。（30点：1問3点×10問）

Ａ. ある国のマクロ経済が以下のように与えられているとする。なお、この国は閉鎖経済であることを仮定する。

C= 200 + 0.8（Y-T）
I = 800 - 2,000r
T = 300
G= 300
MD= 1,000 - 500r
MS/P = 950

ただし、Yは所得水準、Cは消費、Tは租税、Gは政府購入、Iは設備投資、rは利子率、MDは実質貨幣需要、MSは名

目貨幣供給とする。なお、Pは１とする。この経済の均衡利子率は 　1 　であり、均衡所得水準は 　2 　である。

このとき、政府購入乗数は 　3 　であり、均衡所得水準を5,000にするためには政府購入を 　4 　単位増加させる

必要がある。また、租税乗数は 　5 　である。なお、この経済において政府購入が増加したとき、クラウディング・アウト

効果は発生 　6 　。

Ｂ. フィッシャー方程式によると、名目利子率は実質利子率と 　7 　によって決定する。またフィッシャー方程式から、 

　 7 　が３％上昇し、同時に名目利子率が４％上昇すると、実質利子率は 　8 　％上昇することが分かる。なお、

名目利子率は貨幣保有の　 9 　であるため、名目利子率が上昇すると実質貨幣残高への需要は 　10 　。

回答欄

※ 6.では、「する」もしくは「しない」のいずれかを答えなさい。

※ 10.では、「増加する」、「変化しない」、もしくは「減少する」のいずれかを答えなさい。

1. 2. 3. 4.

5. 6.

9. 10.

7. 8.
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２０２２年度　創価大学　転学部転学科・転籍・編入学試験問題（経済学）その２

（注意事項）

 １．この試験問題および解答用紙は、無解答の場合でも必ず提出

してください。

 ２．すべての受験番号欄に、受験番号を必ず記入してください。

 ３．試験時間は１１：００～１２：００になります。
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